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2026年２月28日に発生した米国・イスラエルによる対イラン攻撃から約１カ月が経過した。この間、

イランによる報復攻撃もあり、中東情勢は依然として緊迫した状態が続いている。とりわけ、イラン革

命防衛隊がホルムズ海峡を航行する船舶への攻撃を宣言し、同海峡が事実上閉鎖されたことで、

世界のエネルギー安全保障は大きく揺らぎ、国際社会の最大の関心事となっている。 

事態は日々刻々と変化しており、今後の情勢や見通しについて断定的な評価を下すことは難しい。

しかし、この１カ月間のロシアの動き、とりわけ政治高官や専門家の発言をたどることで、今回の危機

がロシアに与える影響の輪郭が見えてきた。本稿では、それらの動向を整理し、ロシアが直面する可

能性のある影響について考察する。 

米国・イスラエルによるイランに対するミサイル攻撃の直後の２月28日午後（モスクワ時間）にロシ

ア外務省は、「主権国家に対する意図的かつ計画的な武力侵略行為であり、国際法の基本原則及

び規範に直接違反することは疑いがない。侵略者の意図は明白で、武力と覇権的圧力に屈すること

を拒んだために望ましくないとみなした国家の秩序を解体し、指導部を排除することである」との声明
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